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着 実 な 成 長 へ 

４月８日から始まりました令和６年度第

１学期は７月19日に終業式を迎えます。この

１学期を振り返りますと、１年生は最初の頃

は、時間に追

われている姿

も見られまし

たが、今は中

学校生活に慣

れ、先を読ん

で行動できる

ようになって

きています。

２年生は落ち

着いた授業態

度で中堅学年

としての自覚

をもって行動

で き て い ま

す。３年生は

チームワーク

を大事にして

委員会活動・

班活動等を誠

実に行う姿が

見られていま

す。 

各学年とも、規律ある生活を大事にして、

協力して物事を進め、着実に成長していると

感じています。 

 

 

 

 

 

 
 

学習面においては、自分の考えを表現する

活動(特に書くこと)に重点をおいて取り組

んでいるところです。そのねらいは、考える

力を育むとともにコミュニケーション力の

向上をめざしています。これから先、さまざ

まな人との出あいの中で、自分らしく生きて

いく力の一助になればと考えて取り組んで

います。今後も継続して推進していきます。 

さて、先月の全校人権学習の中で、「言葉

だけ、文字だけでは、相手に伝わりにくい」

という内容が発言されていました。「自分の

伝えたい思い」を相手が誤解して、別の意味

で捉えていることが往々にしてあります。例

えば、相手のことを気遣う意味で発した「が

んばれ」が、「まだがんばれというのか。が

んばっているのに。」と相手が捉える場合も

あります。互いの状況をおもんばかり、対話

を重ねると豊かな関係ができるでしょう。 

コミュニケーションは、言葉だけでなく、

そのときの互いのしぐさや表情、声のトー

ン、場の雰囲気等も含んで成立すると捉えて

います。また、その際、言葉を発している背

景等を想像すると、さらに深まると思いま

す。大切なことを伝え合うときは、直接会っ

て穏やかに話すこと、対話を重ねていくこと

で互いに理解し合い、豊かな人間関係に発展

し、校訓である「和合」につながるのではな

いかと考えます。言うことは簡単ですが、実

践となると難しいことです。 

これから夏休みが始まります。ご家庭でお

子様とゆっくりとお話しする機会をもって

いただければ幸甚です。 
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高島市立マキノ中学校 

学校だより 
文責：校長 清水 

３年 社会の授業 

２年理科の授業 

1 年 国語の授業 
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 生 徒 会 活 動 の 取 組 紹 介 

※全校人権集会で対話を重ねて、マキ中生徒会が作成しました。 

上記のことについて、ご家庭におかれましても、お子様とお話ししていただけますようお願いします。 


